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町
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
体
力
っ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
社

会
体
育
の
充
実
と
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な

る
町
民
の
体
育
施
設
が
当
町
で
は
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
学

校
の
体
育
施
設
を
遊
休
時
に
一
般
に
解
放
す
る
，
)
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
カ
バ

ー
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
着
々
と
立
派
な
滴
設
、
つ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
続
き
、
今
年
に
入
っ
て
、
本
格

的
な
印

m
競
泳
プ

i
ル
を
大
貫
前
原
に
完
成

7
月
初
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
更
に

こ
の
た
び
一
中
、
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
が
完
工
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
竣
工
式
は
、
去
る

8
月
口

am仰
の
午
後
6
時
却
分
か
ら
、
竹
内
町
長
・

深
作
議
長
・
石
井
孝
一
半
前
町
体
協
会
長
・
飛
図
弥
次
郎
大
洗
野
球
連
盟
会
長
を

初ナイタ一行えまわれる一一@ ム
思
詞し凶
幽
奮
闘

は
じ
め
、
町
議
会
議
員
・
町
教
育
委
員
・
学
校
長
・
町
体
協
・
釘
体
育
指
導
員

a

大
洗
野
球
連
盟
等
来
賓
関
係
者
約
却
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
の
午
後

7
時
か
ら
、
竹
内
町
長
・
村
岡
議
員
が
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組

み、
J

深
作
議
長
を
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
迎
え
始
球
式
を
行
な
い
、
引
き
続
き

大
洗
野
球
連
盟
の
主
催
に
よ
る
「
ナ
イ
タ

i
開
き
記
念
野
球
大
会
」
第
一
試
合

が
当
町
で
は
初
め
て
の
ナ
イ
タ
ー
(
夜
間
試
合
)
と
し
て
行
な
わ
れ
、
夕
涼
み

が
て
ら
集
ま
っ
た
多
数
の
観
客
の
大
き
な
拍
手
を
浴
ひ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
ナ
イ
タ
ー
聞
き
記
念
野
球
大
会
」
は
町
内
の
軟
式
野
球
回
チ

l
ム
に

よ
っ
て
競
わ
れ
た
、
十
半
年
度
春
季
町
民
野
球
大
会
で
ベ
ス
ト

8
に
勝
残
っ
た
チ

ー
ム
を
招
待
し
、
別
記
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

&竹内田了長の始球式

V 枝問照明施設の竣工式

調

明

大

基

の

照

明

塔

A
Q
一品

大洗町誕生
25J覇年記念

私たちの郷土大洗町も、誕生以来今年で25周年を迎えました。

この喜ぴの年を記念して、住民総参加による町民運動会を開催し、町民の皆さん

と共に一日を楽しく、意義づけ、更に一層の連帯感の深まりを求めようとするもの

です。

0開催日 昭和55年10月19B (日)(雨天のときは10丹羽目

。会 場大洗町立磯浜小学校グランド

0参加対象 大洗町に居住又は勤務する者

なお、競技穣自の選定、運営要項等の詳細について

は、目下、食爵委員会で鋭意検討中です。町民の皆さ

んの中でも良いアイディア等がありましたら、町教育

委員会社会教育会係 (TEL(7)5111<内>72)まで

ご連絡でさい。
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H

真
夏
の
夜
の
風
物
詩
U

第
3
囲
大
洗

海
上
花
火
大
会
が
、
去
る
8
月
1
臼
大

洗
港
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
の
観
光
協
会
(
石

山
修
会
長
)
と
商
工
会
(
金
子
良
会
長
)

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
今
年
は

冷
夏
と
い
わ
れ
る
異
常
気
象
で
、
夜
に

第105号

真
夏
の
愚
物
詩

町
を
愛
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
の

発
露
、
善
意
の
奉
仕
作
業
が
あ
と
か
ら

あ
と
か
ら
と
続
き
、
郷
土
の
美
し
い
自

然
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

O

「
ゴ
ミ
」
の
持
ち
帰
り
運
動

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
茨
城
第
1
団

(
坂
本
信
・
盟
委
員
長
)
で
は
来
遊
客
十

人
一
人
に
自
分
で
出
し
た
「
ゴ
ミ
」
は

自
分
で
持
ち
帰
っ
て
も
ら
お
う
と
、
去

る
8
月
日
目
(
日
曜
日
)
の
午
前
中
、

団
員
同
名
が
出
動
し
、
旧
保
健
所
前
の

日召手1155王手9Fl1日

な
る
と
初
秋
を
感
じ
さ
せ
る
ひ
ん
や
り

と
し
た
膚
寒
き
、
そ
れ
で
も
花
火
と
あ

っ
て
見
物
客
も
ど
っ
と
押
し
か
け
、
夜

空
を
採
る
七
色
の
火
の
芸
術
に
、
ひ
と

と
き
、
索
、
き
も
忘
れ
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

大
洗
バ
イ
パ
ス
人
口
で
信
号
待
ち
の
自

動
車
に
ブ
ミ
袋
三
千
枚
の
配
布
を
行
な

い
、
美
化
運
動
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

?レ
i

た。O
道
路
・
駐
車
場
・
海
岸
等
の

清
掃
奉
仕

去
る
8
月
四
日
に
は
、
水
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
大
洗
支
部
(
小
幡
五
期
支

部
長
・
部
員
印
名
)
と
大
洗
町
交
通
安

全
母
の
会
(
木
ノ
本
和
江
会
長
・
会
質

的
名
)
が
合
間
で
、
茨
交
ビ

i
チ
パ
レ

ス
前
か
ら
子
供
の
国
に
至
る
道
路
と
駐

車
場
そ
れ
に
大
洗
都
市
公
関
敷
地
内
の

清
捕
を
行
な
い
ま
し
た
。

東
宏
会
(
鴨
川
一
成
会
長
・
会
員
部

名
)
で
は
、
7
月
幻
臼
・

8
月
初

8
・

幻
自
・
川
抗
日
の
日
曜
日
ご
と
に
、
会
員

総
出
で
早
朝
か
ら
清
捕
奉
仕
を
展
開
し

ま
し
た
。
清
掃
さ
れ
た
場
所
は
府
内
を

走
る
バ
イ
パ
ス
と
巾
広
く
、
更
に
、
磯

浜
、
大
賓
の
各
海
水
浴
場
も
清
掃
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ムム「
荒
磯
太
鼓
」
を
発
表

勇

な
1

1

広
告
祭
磯
節
盆
舗
り
大
会
|
|

第
六
回
広
告
祭
磯
部
盆
踊
り
大
会
が

去
る
8
月
日
日
夜
、
磯
浜
海
水
浴
場
の

砂
浜
で
華
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
大
洗
町
商
工
会
青
年
部
(
今

関
忠
之
会
長
)
が
、
主
催
し
毎
年
行
な
わ

れ
て
い
る
行
事
で
す
が
、
今
年
は
異
例

の
天
候
不
順
に
見
舞
れ
、

3
g
の
予
定

が
い
山
日
に
繰
延
べ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
も
、
日
中
の
強
い
日
差
し
が
夜

に
な
る
と
一
転
し
、
膚
寒
い
浜
風
が
吹

き
抜
け
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
た
人
々
は

あ
た
か
も
こ
れ
を
吹
き
飛
す
か
の
よ
う

に
、
「
磯
節
盆
唄
」
や
「
一
一
一
浜
盆
唄
」

の
リ
ズ
ム
に
合
せ
、
熱
っ
ぽ
く
踊
り
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
盆
踊
り
の
合
開
に
は
こ
れ
ま

第3呂海上花火大会

去
る
8
月
目
白
は
お
回
目
を
迎
、
え
た

終
戦
記
念
日
、
全
国
各
地
で
戦
没
者
に

対
す
る
追
悼
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
当
町
で
も
午
前
日
時
却
分
東
光
ム
ロ

慰
霊
搭
前
で
、
英
霊
に
こ
だ
、
え
る
会
大

洗
支
部
(
竹
内
宏
会
長
)
遺
族
会
(
石

崎
七
郎
会
長
)
共
催
に
よ
る
戦
没
者
追

悼
式
が
、
関
係
者
多
数
の
出
席
の
も
と

に
し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

正
后
の
チ
ャ
イ
ム
を
合
図
に
、
一
分

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
大
洗
町
戦
没
者

7
7
8
柱
の
ご
冥
一
砲
を
お
祈
り
し
ま
し

た

た
勇
壮
な
「
荒
磯
太
鼓
」
が
初
め
て
披

露
さ
れ
、
観
衆
の
大
き
な
拍
手
を
呼
ん

で
い
ま
し
た
。

国
民
健
歳
保
険
税

第
三
期
の
納
期
は

(
9月
初
日
迄
)
で
す

納
税
い
ろ
は
か
る
た
③

(村

連
帯
感

強
い
組
合

完
納
表
彰

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
み
あ
う

税
の
額

月
掛
け
日
掛
け
は

完
納
の
も
と

熱
心
に
広
め
よ
税
の
正
し
い
智
識

納
得
が
ゆ
く
ま
で
聞
こ
う

納
税
相
談

楽

な

納

税
臼
頃
の
貯
蓄

無
駄
を
は
ぶ
い
て

納
税
貯
金

う
ち
も
完
納
隣
り
も
完
納

(そ)わ)(材(な)(ら)(む)(う)

鍾
畏
職
員
表
彰
さ
れ
る

O
茨
城
県
町
村
会
長
表
彰

年

金

係

長

兼

川

川

財

政

係

長

檎

山

主

任

保

母

宮

本

主

事

江

橋

保

母

宮

本

謂

理

師

石

川

調

理

師

川

上

調

理

手

雨

津

庁

務

手

白

土

昭
和
弘
年
度
間
表
彰

交

通

係

長

鬼

沢

O
東
茨
城
郡
町
村
会
長
表
彰

会

菌

室

長

小

谷

水

産

係

長

宮

本

町

民

税

係

長

大

谷

保

母

郡

司

主

事

梨

本

保

母

船

橋

土

木

係

長

木

村

留

保

係

長

八

木

保

母

宮

本

年

金

係

長

兼

川

昭
和
凶
年
度
間
表
彰

主

事

水
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友
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4
基

大
洗
町
磯
浜
町
六
八
七
六

i
一一一

ア
l
ネ
ス
ト
サ

i
フ
ク
ラ
フ

会

長

大

川

義

勝

殿

ア
i
ネ
ス
ト
サ

i
フ
ク
ラ
ブ
で
は
、

き
れ
い
な
大
洗
の
海
岸
を
守
ろ
う
と
、

サ
i
フ
ィ
ン
仲
間
的
名
に
呼
び
か
け
、

6
月
と
7
月
に
、
大
洗
・
大
賞
海
岸

を
3
留
に
わ
た
っ
て
清
掃
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
聞
は
鉄
製
の
大
き
な
く
ず

鑑
を
町
に
寄
附
し
た
も
の
で
す
。

@
今
年
の
保
険
税
が
決
り
ま
し
た

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
昨
年
一
年
間
町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
(
七

割
分
)
を
七
億
六
千
三
百
万
円
程
、
払
い
ま
し
た
。
一
ヵ
月
平
均
六
千
三
百
七
十

万
円
余
り
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
一
日
当
り
に
な
お
す
と
、
ニ
百
九

万
円
程
、
毎
日
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
今
年
度
の
医
療
費
は
ど
の

位
見
込
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
五
十
五
年
度
一
年
間
の
医
療
費
(
七
割
分
)
は
九

億
二
百
四
十
万
円
程
に
推
計
さ
れ
、
五
十
四
年
度
と
比
較
す
る
と
二
ハ
・
六
%
の

増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
が
増
、
え
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
金
も
当
然
増
え
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
医
療
費
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
も

止
む
を
得
ず
保
険
税
を
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
七
月
二
十
五
日
国
保
運
営
協
議

会
の
答
申
を
得
て
、
七
月
二
十
八
日
の
町
議
会
臨
時
会
で
、
今
年
の
保
険
税
の

税
率
が
別
表
の
と
お
り
決
り
ま
し
た
。
大
巾
な
引
上
げ
は
皆
さ
ん
の
大
き
な
負

担
と
な
る
た
め
、
町
で
は
出
来
る
だ
け
間
引
上
げ
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
よ
う
配

慮
し
、
町
か
ら
の
補
助
金
三
千
万
円
と
五
十
四
年
度
の
繰
越
金
五
千
一
二
百
五
十

ニ
万
九
千
円
合
計
八
千
三
百
五
十
二
万
九
千
円
を
税
の
軽
減
に
充
当
し
、
当
初

引
上
げ
見
込
平
均
一
四
・
四
%
を
平
均
七
・
八
%
に
お
さ
え
る
よ
う
努
力
し
ま
し

た
。
も
し
八
千
三
百
五
十
万
円
余
り
の
軽
減
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
保
検
税

は
平
均
二
十
了
八
%
も
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
保
険
税

の
平
均
七
・
八
%
の
引
上
げ
率
は
今
ま
で
の
最
低
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
五

十
四
年
度
の
繰
越
金
が
、
皆
さ
ん
の
納
税
、
医
療
費
節
約
な
ど
の
ご
協
力
の

お
蔭
で
、
例
年
よ
り
若
手
多
く
捻
出
で
き
る
こ
と
が
涼
困
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

貴
重
一
な
庶
民
療
費
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
重
一
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
保
険
税
の
最
高
限
度
額
は
地
方
税
改
正
に
よ
り
二
十
四
万
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
何
に
か
と
諸
物
価
値
上
り
の
折
、
大
変
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、

ご
家
族
の
健
康
と
皆
さ
ん
の
相
互
扶
助
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
納
税
に
つ

き
ま
し
て
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
国
保
税
納
め
て
安
心
わ
が
家
の
健
康
」

月 額
区分 改正前 改正後 差

改正前 改正桂 蓋

所得部
10C分的 100分の
310 310 

資産割
100分の 100分円
160 160 

I人につき l人につき

均等割 同 向 同 同 内 同

12，000 13.200 1，200 1，0叩 1，100 100 

平等部 丹 阿 P号 内 同 同

14，400 15，960 1，560 1，200 1，330 130 

~IJ 表

.55年度内保検税は町からの補助金3千万円と54i手度の繰越金

5千3百5拾万円を探険税の軽減に充当し、 l世帯当り24，69B
河1人当り 7，293円軽減されています。

89，828 

年度目IJ1人当り保険給付費と額保税

75，615 

仁二コ1人当時保険給付費
~1人当り宙開

69，995 

57，221 

48，342 

2壷

年度

万円

10 



議う 昭和55年9月1臼

去
る
7
月
m
A
B
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、

町
長
室
か
ら
明
る
く
楽
し
げ
な
子
供
た

ち
の
話
し
声
が
も
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
日
の
幻
日
に
福
島
県
国

立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家
で
行
な
わ

れ
た
、
社
団
法
人
・
全
国
子
ど
も
会
連
合

会
(
会
長
・
松
林
弥
助
氏
)
の
優
良
子

供
会
表
彰
式
で
「
全
国
表
彰
」
を
受
け

t"¥ らおお

施
設
の
子
ら

た
当
釘
・
通
り
前
「
か
も
め
子
供
会
」

の
児
童
一
日
名
が
開
会
育
成
会
・
鈴
木
久

雄
前
会
長
に
付
き
添
わ
れ
、
竹
内
町
長

に
受
彰
報
告
に
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

当
府
子
供
会
の
中
で
も
最
も
小
き
い

か
も
め
子
供
会
(
会
長
・
小
林
宏
君
、

会
員
男
子
知
名
女
子
9
名
計
四
名
)
は

反
一
郎
、
そ
れ
だ
け
に
ま
と
ま
り
も
良
く

盤
翻
意
の
地
問
引
網
広
大
よ
ろ
こ
び

海
な
し
県
の
群
馬
県
・
新
史
村
に
あ

る
社
会
福
祉
法
人
・
わ
た
ら
せ
養
護
関

(
清
水
俊
衣
施
設
長
)
で
は
、
体
力
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
海
水
浴

に
当
地
を
お
と
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
今

第105号(3) 

年
も
嵐
山
ゐ

ω名
に
日
名
の
父
兄
が
付
き

添
い
、
磯
浜
海
水
浴
場
に
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
間
児
た
ち
が
未
だ
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
地
引
網
を
一
度
は
引
い
て

み
た
い
と
強
く
希
望
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
た
磯
浜
海
水
浴
場
の
照
山
売
底

(
照
山
勇
さ
ん
)
で
は
、
子
供
た
ち
の

夢
を
か
な
え
て
や
ろ
う
と
、
地
引
網
を

無
料
で
提
供
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
、

子
供
た
ち
の
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。
初

め
て
引
く
綱
の
手
ご
た
え
に
子
供
た
ち

は
す
っ
か
り
興
脅
し
、
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
コ

ラ
シ
ョ
」
と
、
か
け
声
も
元
気
に
一
生

懸
命
網
を
引
き
、
か
か
っ
た
魚
に
、
大

変
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

海
に
入
っ
た
り
、
ス
イ
カ
欝
り
を
楽
し

ん
だ
り
、
大
洗
の
夏
を
存
分
に
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
育
成
会
(
小
林
泰
一
郎
会

長
)
父
兄
の
指
導
の
よ
ろ
し
き
を
得
て
、

山
淑
の
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
粒

で
ピ
リ

γ
と
締
っ
た
模
範
的
な
子
供
会

に
成
長
し
ま
し
た
。

会
活
動
も
積
極
的
で
、
情
操
教
育
と

社
会
見
学
を
兼
ね
た
キ
ャ
ン
プ
や
旅
行

を
は
じ
め
、
廃
品
回
収
、
夏
の
八
朔
祭

り
で
の
ミ
コ
シ
の
練
り
歩
き
、
夏
休
み

に
入
い
る
と
数
回
に
わ
た
る
読
書
会
な

ど
豊
富
な
行
事
に
も
良
く
表
わ
れ
、
こ

れ
ら
を
賄
な
、
7
運
営
経
費
も
廃
口
問
一
回
収

の
収
益
金
を
充
て
る
な
ど
総
て
が
白
、
主

的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

昨
年
の
日
月
、
磯
浜
小
学
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
県
内
子
供
会
の
指
導
者
研

業
文
守
品

ix文
ixtx業
業
業
卒
業
業
業
率
業
業
放
や
品
業
業
ま
ま
来
業
来
支

修
会
で
も
、
同
会
児
童
が
司
会
を
担
当
、

H

子
供
会
の
運
営
を
よ
り
良
く
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
H

を
テ
!
?
に

行
な
わ
れ
た
話
し
合
い
の
中
で
も
、
意

見
発
表
を
行
な
、
つ
な
ど
活
発
な
活
動
は

関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
こ
れ
ら
が
受
彰
の
対
象
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

受
彰
報
告
の
席
上
、
竹
内
町
長
か
ら

励
ま
し
の
挨
拶
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と

り
に
「
お
め
で
と
う
」
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、
児
童
た
ち
も
「
今
回
の
表
彰

は
大
変
う
れ
し
い
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。
L

と

、

び

で

し

た

大
洗
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
米

川
喜
一
会
長
)
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
子

ど
も
た
ち
の
交
流
と
友
情
を
深
め
よ
う

と
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
町
教

育
委
員
会
後
援
に
よ
る
球
技
大
会
を
去

る
8
月
口
日
、
磯
浜
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

と
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
当
り
、
竹
内
町
長
よ
り
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
精
神
力
を
培
っ
て
下
さ

い
」
と
の
激
励
の
こ
と
ば
を
受
け
、
各

地
庄
の
代
表

(
8
チ
i
ム
)
選
手
の
元

気
な
子
ど
も
た
ち
は
、
暑
さ
に
も
め
げ

ず
競
技
に
熱
中
し
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
祝
町
子
ど
も
会

準
優
勝
磯
浜
新
町
子
ど
も
会

O
ポ
j
ト
ボ
ー
ル

優
勝
祝
町
子
ど
も
会

準
優
勝
磯
浜
髭
釜
子
ど
も
会

優
勝
し
た
祝
町
子
ど
も
会

の
チ
ピ
ッ
子
大
集
合

献
活
鍋
ひ
げ
ダ
ン
ス
大
会

ベ
イ
、
ヘ
イ
々
の
掛
け
声
に
合
せ
、

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
「
ド
リ
フ
の
ひ

倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い

〈地震I()縛10ヵ、条〉
1.丈夫な家具などに身を寄せましょう。

2 すばやく火の始末をしましょう。
3 あわてて戸外に飛び出きないようしよう。
4.火が出たら、まず、消火しましょう。
5.避難するときは、徒歩でJ持物は最少限にしま
しょう。

6.狭い路地、へいぎわ、がけや)11べりに近寄らな
いようしましょう。

7.山津波、がけ崩れに注意しましょう。 げ
ダ
ン
ス
」
の
リ
ズ
ム
が
流
れ
る
、
氷
町

商
庖
街
に
チ
ビ
ッ
子
た
ち
が
大
集
合
、

こ
れ
は
去
る
7
月
羽
田
に
八
木
康
電
気

隣
り
の
広
場
で
開
か
れ
た
、
永
町
商
鹿

会
(
吉
本
寛
代
表
)
主
催
の
「
ひ
げ
ダ

ン
ス
大
会
」
の
一
幕
で
す
。

ス
イ
カ
を
ほ
う
ば
り
な
が
ら
、

4
人

1
組
み
と
な
っ
て
踊
り
ま
く
っ
た
小
学

生
以
下
の
内
人
の
チ
ビ
ッ
子
、
そ
の
中

か
ら
日
人
が
予
選
を
通
過
し
決
戦
会
に

臨
み
ま
し
た
。
勝
ち
残
っ
た
チ
ビ
ッ
子

は
さ
す
が
堂
に
い
っ
た
も
の
で
、
自
界
の

下
に
ゥ
ひ
げ
。
を
付
け
、
志
村
健
ち
ゃ

ん
、
加
藤
ち
ゃ
ん
も
顔
ま
け
の
踊
り
に

集
ま
っ
た
観
客
も
や
ん
や
の
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

優
勝
は
大
信
俊
男
く
ん
、
主
催
者
か

ら
沢
山
の
賞
品
を
贈
ら
れ
大
ニ
コ
ニ
コ
。

8.海岸では津波、低地では浸水に注意しましょう。
9.余援を玉虫れず、テー?に注意しましょう。
10 秩序を守り、衛生に主主意しましょう。

も唱農
業
(
農
家
)
の
被
害
も
甚
大

事長
は

⑧
早
い
ほ
ど
よ
い

国
民
年
金
の
加
入

下す固 い れげ五まれ五ど害以 き お いな
さなぐ民こは国ま請オでた正予の、上回いもり大こど思
いお加年 O ど民す求か期年以年母保民。しま洗と他民
、入金オよ年。でら間齢上金子検年 こす町にの王手
わのににい金 き(のに加が、料金 の。でな公金
か手入なわへ るた短よ入受準をに よ はつ的は
ら続らつけの )だ縮りすけ母完加 う 、て年
なきな~たで加 考しが十れら子納入 な 国お金ニ
いをけ方す入 齢六あ年ばれ、しし 方 民りに O
こしれ、。は 年 O りよ(ま遺てて が 年ま入オ
とまば他 早 金オまりたす児い、 お 金すっか
がしなの け がよすこだしのれ最 り の。てら
あ占ら公れ受り)十し、年ぱ低 ま 未 い六
りつな的 は、 け繰六回生二金、ー し 加 な O
ま。い王手 早 ら上十年ま十な障年 た 入 いオ
しの金 ら者方ま
たにを すにはで
らまや円 ぐ対すの
だめ (l.V AII拶罪~\~ に し べ方綴叡， . 母二 1
役加た 智弘蓄l 加ててで、
場入方 誠総 齢 J~長 l 入加加
芸しは 苦手~~ 覧炉 の入入厚
ても ~. ..)可¥1，""'''' 対dl7 手すし生
係いち ~デ陀「 ゐ~ 続る な年
まなろ 戸斗-AI •智 きよけ金
でいん /~うif ぷ鰯 をうれ
お方の ! 1-1 z:二コ喝事費 し すば船
たはこ 首論怠 - ¥¥ てすな員
ず 、と 横越盟 、ふ くめら保
ね今、 } ー だてな険

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
に
加
入
し
ま
す
と
、
こ
抗
ら
の
制
度
に

共
通
し
て
使
わ
れ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
美
し
い
「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

「
年
金
手
帳
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
記
号
、
番
号
が
記
入
さ
れ
、
こ

の
番
号
は
、
そ
の
人
が
一
生
を
過
し
て
使
熔
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
ど
こ
へ

い
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
将
来
年
金
を
、
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
は
、
す
べ
て
こ
の

記
号
番
号
に
よ
っ
て
整
理
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
同
じ
制
度
で
二
つ
以
上
の
記
号
番
号
を
も
っ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
記
録
さ
れ
て
務
理
保
管
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
年
金
額
の
決
定
が
お

く
れ
た
り
、
一
部
の
加
入
期
間
が
計
算
も
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
役
場
年
金
係
へ
、
厚
生
年
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
水

戸
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
出
て
重
複
取
消
し
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
り
、
よ
ご
し
た
り
し
た
と
き
は
、
再
交
付
の

手
続
き
を
す
る
と
と
も
に
、
生
使
用
す
る
も
の
で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。 ⑮

年
金



ら通うおお (4) 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
世
界
的
な
組

織
を
も
っ
て
お
り
、
野
外
活
動
を
中

心
と
し
て
青
少
年
の
育
成
、
心
身
鍛

練
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す。
本
町
で
も
昭
和
三
十
九
年
に
東
茨

城
第
一
回
と
し
て
発
足
し
現
在
も
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

さ
ら
に
活
発
に
す
る
た
め
に
は
指
導

者
(
リ
ー
ダ
ー
)
の
確
保
が
必
婆
と

第105号

ザ
イ
夕
日
ソ
ン
グ
ワ
i
の

開
催
む
つ
い
て
お
知
ら
せ
グ

来
る
九
月
十
四
日
に
第
二
ハ

国
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
が
茨
城
県
の

担
当
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
日
大
洗
町
刈
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
閉
会
式
を
行
な

い
、
大
洗
町
か
ら
笠
間
市
ま
で

三
つ
の
コ

l
ス
に
分
か
れ
、
約

五
十

[
m
l
七
十
回
の
距
離
で
六

百
五
十
名
の
参
加
の
も
と
に
健

脚
が
競
わ
れ
ま
す
。
午
前
十
一

時
三
十
分
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出

発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
掴
沼
方
面
、

大
洗
海
岸
を
通
っ
て
那
珂
湊
を

経
由
し
て
笠
間
へ
と
向
い
ま
す
。

町
内
の
皆
さ
ん
に
は
沿
道
で
の

激
励
、
応
援
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
大
会
に
つ
い
て
く
わ
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
大
洗

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電
話
七
!
一
一
二
三
田

も百

ボ

i
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

ー
東
茨
城
第

1
E
i

大
洗
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
本

年
六
年
生
の
男
子
で
大
洗
地
区
内
に

居
住
す
る
心
身
共
に
強
健
な
る
男
子

を
募
集
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
は
、
野
外
活

動
を
目
的
と
す
る
少
年
が
、
自
発
活

動
に
よ
り
白
か
ら
の
健
康
を
管
理
し

社
会
に
奉
仕
出
来
る
能
力
と
人
生
に

役
立
つ
技
能
を
体
得
し
、
誠
実
。
勇

気
。
自
信
。
奉
仕
の
四
つ
の
柱
を
モ

ッ
ト
ー
に
身
に
付
け
一
日
一
義
を
目

標
に
活
躍
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

V
お
問
い
合
せ
は

大
洗
町
教
育
委
員
会
(
社
会
教
育
係
)

官
⑦
5
1
1
1
(
内
線
7
2
番
)

坂
本
文
具
庖
盟
⑦
2
3
4
9

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の指
導
者
を
募
集

昭和55年9月1B 

さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ボ

i
イ
ス
カ
ウ
ト
活

動
に
カ
を
注
ぎ
た
い
と
望
ん
で
い
る

方
は
是
非
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
は

大
洗
町
磯
浜
町
七
三

O
番
地

坂
本
文
具
底
坂
本
信
あ
て

七
i
二
三
四
九
番

戦傷病者等の妻に対する特別給

付金請求権の失権防止について

戦傷病者等の婆に対する特別給付金支給法の規定によって

支給を受けることができる者の請求期限(時効 3年)が本年

9月30Bで満了しますので次の支給条件に該当される方で、

いまだに請求手続きのすんでいない方は、速やかに手続きを

とってください

。支給を受けられる条件

思給法による第6項症及び第 7項症(新第 1款症)の戦傷

病者の委1:;，"前回(昭和42年改正法)の特別給付金 (10万円)

を受給し、 (10万円を受けなくとも権利を取得した者を含む)

昭和52年 5月15芦に償還が終ったもので、昭和田年 7月14B 

において傷病思給・障害年金等を受給している戦傷病者の妻

に特別給付金が継続して支給されます。

詳しいことは、県老人援護課0292-21-8 1 1 1 

役場厚全課7-5111にお問い合わせ下さい。

法律(登記@供託・訴訟等)無料相談

〔お気軽にご相談下さい〕

日時 10月1El (氷) 法の白
(受付・午前10蒋から午後3待まで)
場所 水戸京成百貨j妄

円丹、

母ヨ「内談本自

10月1臼は、全留一斉に国勢調査が行われ

ます。

この調査は、行政の適切な運営に必要な基

礎資料を提供する、極めて重要な調査です。

議査察l立、調査員が 9月24Bから30日の間

に各家庭を訪問し、お配りします。

記入済みの調査察は、 10月1日から 5Bま

での問にもう一度調査員がお伺いしますので、

そのときお渡しください。

なお、調査員がお伺いする時期に留守だっ

たり、直接調査員に提出するのがお困りの方

は、早めに留勢調査担当係までご港絡ください。

お忙しいとは思いますが、ご協力をお願い

します。

茨城司法書士会

日本主司法書士会連合会

水戸地方法務局
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あ怠涯の世替で

。不動産の登記関係

A建物の保存登記……家を新築した時

ム売買の登記……土地や建物を売った時、買ったとき

&相続の登記……土地や建物を相続により取得したいとき

ふ贈与の登記……土地や建物を贈与したいとき

&抵当権設定・根抵当権設定の登記ー…土地や建物を担保にしてお

金を借りたり、銀行などと取引をするとき

。会社その他法人登記関係(商業登記)

&設立の登記…………会社、組合等を設立したいとき

A役員変更の登記……役員が就任または退任したとき

昌弘増資の登記一 ・・・・・・資本をふやしたいとき

ふ会社合併の登記&会社、法人移転等の登記昌弘解散等の登記

。裁判所への申立関係

&支払命令&調停&訴状ふ仮差押&仮処分&競売ふ家庭裁判

戸斤の調停または審判&その他裁判所に提出する書類の作成

。供託関係

&地代・家賃の供託(地主・家主が地代家賃を受ttとらないとき)

A営業保証の供託・裁判の保証供託

。検察庁への申立関係

&犯罪の告訴・告発などの書類作成

0出生・死亡(死亡は 7臼以内)

0転入・転出・住所の移動

0社会保険に加入、脱退などがあったときは

特由以内!こ腫出をお忘れおく/
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対
象
大
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に
住
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を
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昭
和
元
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1
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1
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和
口
年

ロ
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ま
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険
に
加
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さ
れ
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る
者
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⑧
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